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（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、実態は一進一退ですが、株価が示すように前向きな気持ちを反映し

て、設備投資、インフラメンテナンス等の建設費、旅費交通費やホテル客室稼働率が高水準となるなど、ビジネスが

回り始めた感が強くあります。10月に毎週台風が来るような天気でも、消費関連では高級品や高額商品群がよく売

れ、接待で使われる飲食店は繁盛するなど、明らかに第３四半期は景気が上向いています。 

 このような経済状況のもとで花き業界は、台風による生産地へのダメージ、小売店の販売不振、秋がなく、11月初

旬まで続いた暑さと、第２週より突然冬になるといった天候から、紅葉、実付きの枝ものなどの秋物商材を売り損な

いました。小売りの面でも、スーパーマーケットではどこでも花を販売するようになり、その分街の生花店の販売力

が落ちました。頑張っている生花店とそうではない生花店の差が広がり、花の小売チャネルは明らかに変化していま

す。 

 当社はこのような中、「前向き消費」を受けて各品目のレベルを上げて販売促進等を積極的に行いました。しかし

天候不順の影響などで、数量、品質とも計画に達しなかった品目が多かったため、販売に苦戦しました。 

 以上の結果、当第３四半期累計期間（平成25年４月～12月）の業績は、売上高20,097,978千円（前年同四半期比

1.1％増）となり、内訳をみますと、切花の取扱高18,445,742千円（前年同四半期比1.8％増）、鉢物の取扱高

1,560,392千円（前年同四半期比5.9％減）、付帯業務収益91,842千円（前年同四半期比4.1％増）となりました。利

益につきましては、営業利益181,940千円（前年同四半期比9.2％減）、経常利益218,092千円（前年同四半期4.7％

減）、四半期純利益133,036千円（前年同四半期2.9％増）となりました。 

  

 なお、当社は花き卸売事業単一セグメントであるため、セグメント別の記載は行なっておりません。 

  

 切花、鉢物に関する概況は次の通りです。 

  

切花  

  

・切花は、全体をみると、期間を通して前年並みかそれをやや下回る入荷状況が続きました。４月から６月にかけて

の品薄は、春になっても寒いことや梅雨入りしたあとも雨が少ないことなどによります。また、円安の影響から輸入

品の入荷が減少したことも加わり、多くの品目で前年を下回る入荷量となりました。そのため、前年に比べ、おおむ

ね品薄高で推移するも、キク類においては、３月のお彼岸から続く相場の低迷からなかなか抜け出せず、入荷量・販

売金額とも前年を下回りました。 

・母の日の需要期においては、事前の注文も多く、スタンダードタイプのカーネーションを中心に品薄感が続きまし

た。特に定番の赤系の需要は多く、また、バラやシャクヤク、ヒマワリなどの人気も高まりました。しかしスプレー

タイプのカーネーションの受注は伸び悩みました。 

・７月には夏場の主力となる高冷産地において開花が遅れていることで、品薄状態が続きました。すぐに７月盆の需

要期を迎え、東京都内・近郊の小売店や花束加工業者を中心に引き合いが強まり、相場は高めとなりました。需要期

のあとは、急激な気温の上昇で、小菊は開花が進み入荷が予定より前倒しとなりました。その一方で、リンドウやト

ルコギキョウは主力産地における大雨の影響から、開花時期が予定より遅れるなどし、入荷量が減少、堅調な取引と

なりました。 

・８月を迎えてもリンドウの開花は予定より遅れ、お盆に欠かせない品目でもあることから品薄高で推移しました。

小菊は７月下旬から続く開花の前倒しが止まらず、９月出荷予定で作付したものが８月中に出荷されるなどしまし

た。そのためお盆の需要期においても、供給過剰ぎみとなり販売に苦戦しました。 

・９月はお彼岸による需要がありますが、小菊は７月～８月に開花が進み９月は品薄、白菊も下位等級品を中心に入

荷少なめ、鉄砲ユリは一部の産地で局地的大雨による被害があり入荷量が減少するなど、多くの品目で品薄となり、

代替品の提案や納期の調整などに努めました。３連休が２週続いたこともあり、敬老の日のギフト、秋のブライダル

やイベント向けの需要によって、ダリア・バラなど洋花の引き合いもありました。 

・10月～11月にかけては、菊類、バラ、洋ラン類、葉物・枝物など全体的に入荷量が減少しました。そのため特に11

月の相場は前年を上回る高値となりました。菊類は国内産地においてこの時期の作付けが減少したことや、産地の切

り替わるタイミングが合わないことなどにより、バラは気温の低下などにより、また輸入品は全般的に為替の影響か

ら出荷を調整する動きがあり減少しました。需要面では、ブライダル需要は安定しているものの、10月は毎週台風が

発生するなどし、小売向けの販売は厳しい状況でした。量販店・花束加工業者などは、相場が高止まりしたことで仕

入れを抑えることもあり、当社から充分に供給することができないこともありました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  売上金額 千円18,445,742 （前年同期比1.8％増） 

  取扱数量 千本310,487 （  同  3.5％減） 
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・12月の上旬は需要も落ち着いていましたが、中旬以降は、クリスマス向けの赤系商材の依頼や問い合わせが増える

などしました。また、下旬にかけては年末の需要期に向けて、各産地とも次第に出荷が増え、活発な取引となりまし

た。しかし個別にみるとトルコギキョウやラン類などは、輸入品が減少したことで前年を大きく下回る入荷量とな

り、単価高となりました。小菊は前年を上回る入荷量となり、前年に比べると価格も下落しましたが、これは前年、

主力産地が台風被害を受け入荷が減少し品薄高となったためであります。季節商材では、お正月に欠かせない松のう

ち、丈の短いカラゲ松は、夏場の高温干ばつや台風の影響から入荷は減少しました。しかし門松は天候の影響をあま

り受けず丈の長いものの割合が増え、松全体では前年を上回る入荷量となりました。同様にお正月商材である千両

も、新規産地が増えたことなどで入荷量は増加しました。その他、定植遅れにより全国的に品薄傾向であったチュー

リップは、小売店・量販店を中心に引き合いが強まりました。 

  

鉢物 

  

・鉢物は、期間を通して、主にファレノが品薄となり全体の取扱数量・販売金額を押し下げました。原油の高騰や為

替の影響から燃料コストが増加し、十分な温度管理ができなかったことなどが主な要因です。選挙需要で年末まで好

調が続いた前年と比較すると数量・販売金額ともに大幅に下回る結果となりました。また、鉢物全体で、運賃がかか

る遠方への出荷を控える産地が多く、地方からの集荷に苦戦しました。 

・母の日の需要期には、アジサイなどで室内用のコンパクトな商品の受注量が増加し、単価も高めに推移しました。

一方で、品質を重視し、アイテムを厳選したカーネーションの取扱数量は前年を大きく下回りました。 

・６月以降、株主総会や東京都議選などからファレノの需要が増加し、単価が大きく上昇しました。前年に引き続き

白花に偏る品種構成であったため、色物品種の品薄感も単価に影響を与えました。７月の参院選では、再び単価が上

昇し、８月上旬まで堅調に推移しました。しかし盛り上がりは限定的なものでした。 

・お中元などのサマーギフトの需要期には、相対販売の強化や商材提案のスタイルを見直すなど、販売に注力をし、

注文数を伸ばしました。また、この流れを敬老の日の需要期につなげ、ブーゲンビリアやベゴニアなどの一部ギフト

向け商材においては、販売金額・取扱数量ともに前年を上回りました。しかし年々厳しさを増す猛暑の影響から、屋

外での植栽が敬遠され、苗物類の相場が低迷しました。 

・９月は、前年に比べ観葉植物の大口注文が無かったことや、デンファレ・オンシジュウムなどの洋蘭類の生産量が

減少していることなどから、入荷量・販売金額ともに落としました。お彼岸以降はコスモスなどの秋らしい商材が動

き始めましたが、長雨による開花遅れから花鉢類でも品薄となりました。 

・10月以降、度重なる台風の接近により、出荷を見合わせる産地が多くありました。そのため、ファレノの需要期で

ある人事異動や秋の叙勲などの際には、品薄感から大型上位等級の引き合いが強まりました。しかし入荷量の減少幅

が大きく、販売金額は振るいませんでした。 

・気温が下がると、花壇の植替え需要により苗ものの入荷量が増え、価格も安定して推移しました。クリスマス商材

では、数量限定販売したシクラメンやポインセチアの新品種が注目されました。しかし近年の単価安を受け、産地の

出荷傾向が、主要市場を決めずより多くの市場に分散する体制へと変化したため、ギフト向けの良品を十分に集める

ことができませんでした。その他のギフト向け商材では、お歳暮用としてバラ咲き品種のベゴニアが定着し、年末ま

で好調が続きました。 

   

  売上金額 千円1,560,392 （前年同期比 5.9％減） 

  取扱数量 千鉢6,643 （  同   3.8％減） 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して456,775千円増加し7,465,184千円となりまし

た。その主な内訳は売掛金の増加474,246千円であります。 

 負債につきましては前事業年度末と比較して385,524千円増加し2,843,111千円となりました。その主な内訳は受託

販売未払金の増加334,631千円であります。 

 純資産につきましては前事業年度末と比較して71,250千円増加し4,622,073千円となりました。その主な内訳は四

半期純利益の計上により133,036千円増加、剰余金の配当により61,082千円減少したことによるものであります。 

  

（キュッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末より25,631千円減

少し、2,323,274千円となっております。 

 営業活動の結果増加した資金は、147,580千円（前年同四半期は374,572千円の増加）となりました。主な増加要因

は、仕入債務の増加348,689千円、税引前四半期純利益218,092千円、減価償却費121,290千円によるものです。ま

た、主な減少要因は、売上債権の増加493,324千円、法人税等の支払額89,764千円によるものです。 

 投資活動の結果減少した資金は、97,503千円（前年同四半期は722,238千円の減少）となりました。主な減少要因

は、定期預金の預入による支出1,000,000千円、投資有価証券の取得による支出120,000千円、関係会社貸付による支

出103,500千円、貸付けによる支出65,000千円によるものです。また、増加要因は、定期預金の払戻による収入

1,100,000千円、貸付金の回収による収入109,668千円によるものです。  

 財務活動の結果減少した資金は、75,708千円（前年同四半期は73,538千円の減少）となりました。この主な要因

は、配当金の支払額60,942千円及びリース債務の返済による支出14,063千円によるものです。 

   

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成25年11月11日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 

   

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,048,905 2,923,274

売掛金 1,688,272 2,162,519

その他 79,465 101,614

貸倒引当金 △1,879 △9,799

流動資産合計 4,814,764 5,177,608

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 139,653 130,690

工具、器具及び備品（純額） 215,759 187,197

その他（純額） 137,752 131,560

有形固定資産合計 493,165 449,449

無形固定資産 190,634 153,203

投資その他の資産   

関係会社株式 603,735 603,735

長期前払費用 145,769 129,327

その他 804,731 1,013,238

貸倒引当金 △6,791 △23,777

投資損失引当金 △37,600 △37,600

投資その他の資産合計 1,509,845 1,684,923

固定資産合計 2,193,644 2,287,576

資産合計 7,008,409 7,465,184

負債の部   

流動負債   

受託販売未払金 1,598,598 1,933,230

買掛金 30,256 55,068

未払法人税等 42,135 35,809

賞与引当金 23,879 11,637

その他 199,083 219,200

流動負債合計 1,893,953 2,254,945

固定負債   

退職給付引当金 223,942 247,302

その他 339,690 340,862

固定負債合計 563,633 588,165

負債合計 2,457,587 2,843,111
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 551,500 551,500

資本剰余金 402,866 402,866

利益剰余金 3,944,777 4,016,731

自己株式 △348,321 △349,024

株主資本合計 4,550,822 4,622,073

純資産合計 4,550,822 4,622,073

負債純資産合計 7,008,409 7,465,184
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 19,873,674 20,097,978

売上原価 17,918,957 18,118,297

売上総利益 1,954,717 1,979,680

販売費及び一般管理費 1,754,385 1,797,740

営業利益 200,332 181,940

営業外収益   

受取利息 4,375 4,153

受取配当金 10,500 13,000

その他 13,948 19,172

営業外収益合計 28,824 36,325

営業外費用   

固定資産除却損 329 18

保険解約損 － 155

営業外費用合計 329 173

経常利益 228,827 218,092

税引前四半期純利益 228,827 218,092

法人税等 99,480 85,056

四半期純利益 129,347 133,036
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 228,827 218,092

減価償却費 127,875 121,290

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,643 △12,242

退職給付引当金の増減額（△は減少） 26,576 23,359

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,284 24,906

受取利息及び受取配当金 △14,875 △17,153

有形固定資産除却損 329 18

有形固定資産売却損益（△は益） △8 －

売上債権の増減額（△は増加） △280,597 △493,324

仕入債務の増減額（△は減少） 475,260 348,689

未収入金の増減額（△は増加） △274 △6,356

未払費用の増減額（△は減少） 4,704 △911

未払金の増減額（△は減少） △11,723 11,902

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,752 3,160

その他 △27,891 △1,713

小計 526,027 219,719

利息及び配当金の受取額 14,620 17,625

法人税等の支払額 △166,075 △89,764

営業活動によるキャッシュ・フロー 374,572 147,580

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,200,000 △1,000,000

定期預金の払戻による収入 500,000 1,100,000

有形固定資産の取得による支出 △61,528 △14,392

有形固定資産の売却による収入 50 －

無形固定資産の取得による支出 △10,539 △4,279

投資有価証券の取得による支出 － △120,000

貸付けによる支出 － △65,000

貸付金の回収による収入 119,779 109,668

関係会社貸付けによる支出 △70,000 △103,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △722,238 △97,503

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △702

配当金の支払額 △61,218 △60,942

リース債務の返済による支出 △12,320 △14,063

財務活動によるキャッシュ・フロー △73,538 △75,708

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △421,204 △25,631

現金及び現金同等物の期首残高 2,710,857 2,348,905

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,289,652 2,323,274
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 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

 当社は、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

   

売上高明細  

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

  ２ 上記の数量は、本数で集計しておりますが、鉢物のみ鉢数で集計しております。 

  

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

５．補足情報

  

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間 

 前年同期比  
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

（自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日） 

 数量  金額  数量  金額 
数量 金額 

 （千本）  （千円）  （千本）  （千円） 

キク類 80,075 3,813,739 77,611  3,828,508 %96.92 %100.39

              

洋ラン・バラ・カーネーション 75,749 4,524,341 71,345  4,618,696 %94.19 %102.09

              

球根類 29,221 2,776,199 28,945  2,806,188 %99.06 %101.08

              

草花類 91,277 4,621,557 89,108  4,768,588 %97.62 %103.18

              

枝物・葉物 45,350 2,391,344 43,476  2,423,760 %95.87 %101.36

切花 小計 321,674 18,127,182 310,487  18,445,742 %96.52 %101.76

              

鉢物  6,904 1,658,294 6,643  1,560,392 %96.23 %94.10

花き 合計 328,578 19,785,477 317,131  20,006,135 %96.52 %101.12

  

付帯業務料 － 88,197 －  91,842 － %104.13

  

売上高 合計 － 19,873,674 －  20,097,978 － %101.13
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